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徒のICT活用を指導する能力100％」の目標
達成に向けた施策に取り組んできた。
　令和４年度には、学習指導課内に「ICT教
育推進室」を設置し、学校教育の情報化を更
に推進する体制を整備した。
　また、「１人１台端末」と「高速大容量の
通信ネットワーク」の整備が、国の「GIGA
スクール構想」により加速化されたことや、
学習指導要領に、「情報活用能力」が言語能
力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」
と位置付けられ、その育成のために、「各教
科等の特質を生かし、教科等横断的な視点か
ら教育課程の編成を図る」こととされたこと
を受け、ICTの利点を最大限に生かした教育
活動を推進するための県の総合的なビジョン
を示す必要があり、市町村教育委員会や関係
機関と連携方針を含め、本計画を策定した。

２　県のDX戦略との関係性
　令和５年３月、「千葉県デジタル・トラン
スフォーメーション推進戦略」が公表される
が、「デジタルのチカラで創る県民の心豊か
な暮らしと活力ある千葉」を目指した以下の
取組などは、本計画と連動した取組である。

　千葉県教育委員会では令和５年３月、「千
葉県学校教育情報化推進計画」を策定し、今
後５年間で達成すべき教育DXの実現に向け
た基本的な方針及び具体的施策などを示した。
　本計画は、「学校教育の情報化の推進に関す
る法律」第９条の規定で努力義務とされてい
る各自治体の学校教育の情報化推進に関する計
画について、県として策定したものである。

１　社会における情報化の急速な進展と教育
の情報化（計画策定の背景）

　文部科学省が公開している「教育の情報化
に関する手引」によると、「社会で生きてい
くために必要な資質・能力を育むためには、
学校の生活や学習においても日常的にICTを
活用できる環境を整備し、活用していくこと
が不可欠である。さらにICTは、教師の働き
方改革や特別な配慮が必要な児童生徒の状況
に応じた支援の充実などの側面においても、
欠かせないものとなっている。これからの学
びにとっては、ICTはマストアイテムであり、
ICT環境は鉛筆やノート等の文房具と同様に
教育現場において不可欠なものとなっている
ことを強く認識し、その整備を推進していく
とともに、学校における教育の情報化を推進
していくことは極めて重要である。」として
いる。
　本県においても、「第３期千葉県教育振興
基本計画」の中で「学びの質を高め、情報活
用能力を育むICT利活用の推進」を取組の一
つとして示し、「学校における教員の児童生

県教育庁教育振興部学習指導課

「ICTを活用した『学び方改革』『教え方改革』『働き方改革』の推進」 
～「千葉県学校教育情報化推進計画」の策定について～
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『仕事・生きがい』のDX
●学習機会
・ICTの活用による子供の学習機会の充実と
情報活用能力の育成
・学校教育の情報化に向けた推進体制の整備
・子供の障害に応じたICT活用の推進　

など
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備と校務の改善」「ICTを活用するための環
境の整備」の４つの基本的な方針を柱とし
て合計64の具体的取組・方向性を示してい
る。
　特に、「プログラミング教育の充実」「高等
学校の教科『情報』の指導の充実」「全教職
員のICT活用指導力を向上させるための外部
人材を活用した研修の実施」「ICTを活用し
た働き方改革（校務の効率化）の推進」「県
立学校におけるBYOD等による１人１台端
末環境の整備」などについては、令和５年度
から早急に取り組んでいくこととしている。

６　おわりに
　どんなに時代や社会環境が変わろうとも、
教育の要諦は、「人間が人間を育てる」とこ
ろにあり、教員には、教育者としての使命感、
教科等に関する専門的知識、広く豊かな教養、
これらを基盤とした実践的指導力等が求めら
れる。特に、社会状況が急速に変化し、学校
教育が抱える課題が複雑・多様化する現在、
教員には、不断の研修で、最新の専門的知識
や指導技術等を身に付け、自らが学ぶ姿勢を
子供たちに見せることが必要である。
　今後は、「千葉県学校教育情報化推進計画」
に基づき、授業の主役が「教員」から「児童
生徒」に180度変わったことを踏まえ、「主体
的・対話的で深い学び」の視点からICTを効
果的に活用した授業改善が広がるよう、取組
を推進していく。

３　本県の学校教育の情報化の現状と課題
　本県の子供の学力は、各種調査の結果概ね
全国平均と同等であり、ICT機器の活用状況
もほぼ全国平均と同等である。
　しかしながら、県立高校におけるBYODに 
よる１人１台環境整備が進んでいないこと、
自治体、学校間のICT利活用状況や教員の指
導力に差があることなどの課題がある。

４　学校教育DXの実現に向けたビジョン
（ICTの活用を通じて目指す姿）

　本計画は、多様な価値観をもつ子供たちを
誰一人取り残すことのないよう、ICTを効果
的に活用し、「学び方改革」「教え方改革」「働
き方改革」を進めていこうとするものである。
本計画が目指す姿は、子供が主役の学び合い
づくりを進め、「子供の学ぶ意欲と学習成果
の向上」を図る、子供の個性と能力を最大限
に引き出すことができるよう「教員の指導力
の向上」を図る、教員が子供に向き合う時間
を確保するため「学校における校務の効率化」
を図ることである。また、子供たちが他者と
協働し、新たな価値の創造に挑んでいけるよ
う、新たな社会を牽引する意欲と能力を育む
ことを目指すものである。

５　学校教育の情報化に関する基本的な方針
　本計画では、「ICTを活用した児童生徒の
資質・能力の育成」「教職員のICT活用指導
力の向上と人材の確保」「ICT推進体制の整
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場占有者は改善はできても、改革はできない
という。市場占有者は「今」の顧客に責任が
ある。だから、「今」の顧客に受け入れられ
る程度の改善には取り組めるが、「今」の顧
客が受け入れられないような改革に取り組む
ことはできない。
　そのモデルに当てはめると、身近な市場占
有者である学校は、「今」の顧客である子供、
保護者、教師が受け入れられない改革に取り
組むことができない。そのため、文部科学省・
都道府県教育委員会は現在の学校が実行でき
るものを推進するしかできない。結果として、
規格化されたコンテンツを、クラス全員で一
緒に学び、それを教師がコントロールする教
育が行われている。
　これからの日本での人材育成は、一人一人
の子供たちが、過去に囚われず自らの判断で
コンテンツを選び（脱規格化）、自らのペー
スで（脱同時化）、自由に（脱中央集権化）
考え、行動することを学ぶ機会を与えなけれ
ばならない。今までにはない新たな製品・サー
ビスを生み出せる人材を育てるには、現状の
規格化、同時化、中央集権化した教育を改革
していかなければならない。

３　「公正」ということ
　文部科学省が個別最適化という言葉を使う
とき、必ず「公正に個別最適化された学び」
と使う。では「公正」とは何であろうか？ そ
れは全ての子供が、学習指導要領に示された
基礎的・基本的な内容を理解した上での、個

１　なぜ個別最適化なのか
　個別最適化が重視されているが、そもそも
何故、学校教育を個別最適化しなければなら
ないか？ 残念ながらそれを理解している教師
は多くはない。ICT機器を活用すれば個別最
適化できると単純にとらえている人が多い。
だから「とにかく使う」に意識が集中し、「ど
う使うか」の方向性が定まっていない。
　日本は長らく工業製品を安く大量に生産し
て成功していた。工場で作り出す製品が多種
多様であったり、バラバラのペースで作業し
たり、全体を制御する人が複数いたりすれば、
作業の効率は悪くなる。結果として安く、大
量に製品を生産することはできなくなる。こ
のような工業化社会では、規格化、同時化、
中央集権化が「良し」とされていた。学校で
は学習指導要領という規格化、時間割という
同時化、文部科学省・都道府県教育委員会と
いう中央集権化によって、工業化社会に適応
した人材を育てていた。
　ところが製品の性能に差がなくなると、価
格競争になる。日本は人件費の安い発展途上
国・中進国に勝てない。昭和の時代には世界
を席巻した企業が倒産・買収されているのは
それが原因だ。これからの日本では非規格化、
非同時化、非中央集権化による脱工業化社会
の人材養成によって、新たな製品・サービス
を生み出さなければ生き残れない。

２　工業化社会のICT利用
　クレイトン・クリステンセンによれば、市
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個別最適化を実現するためにできること
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スペックが高く、OSが一致しても、ありとあ 
らゆるソフトをインストールして、同時に動
かしてしまえば、パフォーマンスが下がる。
　現在の教育は上記のようなものである。
　しかし、知識・能力の単位を個人ではなく、
集団と考えればガラリと変わる。何十台もの
コンピュータがあり、スペック、OSは様々
だとしても、それらを繫ぐプロトコルを一致
させていれば、自分自身で処理出来ない課題
があっても、それを他のコンピュータに補っ
てもらうことができる。
　実は、実際の社会においては、こちらの方
が普通である。「これこれのことは、誰々が
得意」という知識をトランザクティブメモリー
と言う。このトランザクティブメモリーを共
有している集団はパフォーマンスが高いこと
が知られている。
　だから「公正に個別最適化された学び」を
集団として実現するためには、子供たち同士
の協働的な関係性が重要なのである。
　朝の各駅電車に乗っていると、高校生とお
ぼしき生徒達が楽しげに話しながら電車に
乗って来た。ところがボックス席に座ったと
たんに、スマホをいじり始め、無言になって
しまった。私は空恐ろしくなった。
　我々はかつて以下のような実験をした。子
供たちの人数分のタブレットを用意し、どの
ように使ってもいい（使わないのも含めて）
と指示した。その結果、「全員」がタブレッ
トを使って勉強したのだが、使われているタ
ブレットの台数は人数分の半分か、それ以下
だった。それは何故か？ それはタブレットを
操作している子供の周りに数人の子供が集ま
り、一緒に話し合いながら勉強しているから
である。
　最高のICT機器とは、「ICT機器を有機的
に使いこなす仲間」だと思う。

別最適化なのである。一方で、学校の時間割
を思い出してみると、月曜から金曜日、各科
目がびったりと埋まっている。今の教育内容
を維持したまま「公正な個別最適化」を行う
余裕はあるであろうか？ 現状ではその余裕を
見出すことは難しい。
　経営学のドラッカーは、成長のためには、
資源にしても、時間にしても、強みに集中す
べきだと言っている。また、教育に関して言
えば、不得意を並の水準にすることに多くの
教師がエネルギーを費やしているが、それは
無駄である。それよりも、一人一人の子供の
得意を伸ばし、一流を超一流にする方が、は
るかに成功の可能性が高いと述べている。
　極端な例を挙げる。例えば、数学のフィー
ルズ賞を狙える才能のある子供が、「あり、
おり、はべり」を覚えなければならないのだ
ろうか？ 超一流のすし職人を目指している子
供が、数列を学ぶ必要があるのだろうか？
　今のルールに従えば、おそらく、多くの教
師は「必要ある」と応えるだろう。しかし、
強味に集中することが成功の可能性を高める
という観点から見ると、それでは未来のスター
の芽を潰す可能性があるのだという発想も必
要ではないだろうか。

４　新たな知識・能力観
　「公正に個別最適化された学び」は不可能
だろうか？ 私は可能だと考えている。知識・
能力観を転換すれば可能である。
　今までの教育では、一人一人に規格化した
知識・能力を与えようとしている。それは一
台一台独立したコンピュータにソフトをイン
ストールするようなものである。しかし、各
コンピュータのスペックは天と地ほどの差が
ある。さらにスペックの高いコンピュータで
あってもOSが違えばインストールできない。
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ズの普及化理論やムーアのキャズム理論であ
る。それによれば、我々の中の16％は新たな
製品・サービスを使い、試す人達だという。
例えばスマホの新製品が出ると即買う人や
１年以内に買う人達がこの16％である。逆に
対局にある16％の人は、その性能が高く、周
りの人が使っていても新たな製品・サービス
を使わない。例えば現在もガラケイを使って
いる人がこれに当たる。そして、残りの68％
の人達は中間層である。この人達は周りの人
が使い始めると、徐々に使いだす人達だ。こ
の中間層と最初に使い始める人達には２つ大
きな違いがある。前者は周りが使っていると
いう事実が使い始めるきっかけになる。中間
層に、その製品・サービスの良さを語っても

「だったら、みんな使っているはずじゃない」
という解釈をするので使い始めるきっかけに
はならない。ところが最初に使い始める16％
の人達は、その製品・サービスが理にかなっ
ているか否かを重視する。さらにもう一つの
違いがある。中間層の人達は新しい物を取り
入れる苦労を嫌がる傾向がある。また、その
製品・サービスに多くを求めない。とりあえ
ず今、自分が必要とすることが解決できれば
満足するのである。一方、最初に使い始める
16％の人達は、新しい製品・サービスを使い
こなすには時間と労力が必要で、時に失敗が
伴うことを知っている。また、その製品・サー
ビスに多くを求める。
　ICTを使った授業の導入について考えてみ
よう。もし、あなたが最初に使い始める16％
の人だったら、周りの人には「も」を強調し、
皆が導入していることを印象づけよう。また、
革新的な授業の導入は一部であることを強調
しよう。例えば、算数や数学の時間だけなど、
革新的な授業の導入に大して労力がいらない
ことを強調しよう。成果を上げ続ければ、中

　子供の未来を確かなものにするためには、
重点をICT利用ではなく、子供たちの関係性
を向上させ、有機的な学級集団を育てるべき
である。そのためには学級経営にも重きを置
くべきだと思う。有機的な学級集団が育てば、

「公正に個別最適化した学び」を実現するた
めの「最高のICT機器」を手に入れることが
できるからだ。

５　子供・保護者の変化に追いつこう
　社会は変わらないのだろうか？ 私は変わる
と考えている。社会を変えるのは、先見性の
ある個人である。かつてコンピュータは大型
コンピュータであった。IBMなどの巨人達は、 
演算速度、記憶容量の「改善」にしのぎを
争っていた。そんな中でマニアがパソコンを
ガレージで生み出した。巨人達はパソコンを
オモチャと笑っていただろう。しかし、いつ
のまにか立場が逆転した。
　今、アンテナの高い子供・保護者は「今」
の学校からの脱却を図っているように感じる。
例えば、角川ドワンゴのＮ高等学校は県立高
校の脅威となりつつある。義務教育において
も積極的にフリースクールを選択する子供・
保護者が増えている。その数は幾何級数的に
増えつつある。個別最適化した教育を求めて
いるからであろう。
　ロジャーズの普及化理論に拠れば、16％の
壁を越えたとたんに普及化のパンデミックが
起こるという。現在のＮ高等学校の増加傾向
が続けば、遅くとも５年以内に16％の壁を破
る。これからの公教育はどうあるべきなのだ
ろうか？

６　集団の構造
　新しい製品・サービスが広がる過程を研究
したものの代表例が、先に紹介したロジャー

シリーズ　現代の教育事情2



千葉教育　令和４年度　桜　9

部科学省、都道府県教育委員会の命令だから
「やる」ではなく、それらの意向を汲みなが 
ら、自らが子供の未来に繋がると思う教育を
模索するのである。
　子供・保護者の意識が急激に変化している
のに呼応し、教師の考え方も変わってくる。
それが一定以上になれば、文部科学省や都道
府県教育委員会は「未来」の顧客に対応した
改革に踏み出すだろう。その時である。あな
たが、周りの同僚の理解を得ながら実践を積
み上げていけば、改革をどう受け止めればい
いのか分からない同僚に手をさしのべること
ができる。そうすれば、子供も保護者も同僚
も改革の流れにソフトランディングできる。
　つまり、今、文部科学省や都道府県教育委
員会が推進する工業化社会のGIGAスクールは
必要で、それが多くを占めるべきだ。しかし、
脱工業化社会GIGAスクール「も」必要である。
　脱工業化社会GIGAスクール化を視野に入
れながら、工業化社会のGIGAスクールを推
進して行く、あなたがその推進者の一人になっ
ていただければと思う。例えば、タブレットを
自由に使わせる時間を設けてほしい。もし可
能ならば、「スマホを使っていいよ」と言っ
てほしい。そこから可能性を探ってほしい。
　もし、「それは何が起こるか分からないか
ら怖い」と思われる方は無理しなくてもいい。
その代わりに、脱工業化社会的な実践をして
いる人が校内にいたら、「そのような人」を
穏やかに見守ってほしい。正しいか否かは、
子供が答えを出してくれる。その積み上げの
中で、新たな教育の姿は自ずと明らかになる
はずだ。
追記　もし、協働的で脱工業社会的なICT利

用の道を知りたければ、拙著「GIGAスクー
ルを成功させる教師の言葉かけ」（東洋館出
版社）をお読みいただければ幸いである。

間層の68％の人達が認め、ICTを使った授業
が広がるだろう。

７　あなたのできること
　規格化・同時化・中央集権化でGIGAスクー
ルを推進するとなると、全部の学校で一律に
推進することとなる。
　さらに、先生方も一律にタブレットを活用
することを求められる。全員が同じレベルで
進むということは、苦手な人にレベルを合わ
せるということに陥りやすい。多くの学校で
GIGAスクールが進まない理由は、この一律
の考え方にあるように思う。
　今、日本全国でGIGAスクールのために予
算を使って機器を整備している。しかし、タ
ブレットは５年もたてば太古の遺物になる。
５年以前にも故障するタブレットもあるだろ
う。さて、今後も予算的措置が続けられるだ
ろうか。無償配布の教科書ですら価格上限を
設定している現状に鑑み、私たちは予算がな
くなってもGIGAスクールを続けて行く知恵
をもたなくてはならない。
　では、どうしたらいいだろうか？
　「スマホを授業中に自由に使っていい」と
すればいいだけだ。中高生のスマホ普及率か
ら考えて、即、実施可能である。事実、千葉
県では県立学校を中心に BYOD が進められ
ている。先ほど紹介した事例の通り、全員が
スマホを持つ必要はない。
　文部科学省、都道府県教育委員会は「今」
の教育に責任がある。だから、穏やかな変化
を進めるしかない。しかし、文部科学省、都
道府県教育委員会の方針を決める人達の中に
も新たな製品・サービスを使い、試す16％の
人達がいる。その人達は、答申や通達の中に、
改革を進めたい人のためにキーワードを忍ば
せている。それを使うのである。つまり、文


